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１． 研究目的 
本研究の目的は，ネパール，タイ，ミャンマー

の村落地域において「持続可能な開発のための教

育」(ESD: Education for Sustainable Development) を
実践するために伝統的な知識や技術を教育の中で

どのように生かしていくか，その具体的な方法と

課題を「持続可能な開発目標」(SDGs: Sustainable 
Development Goals) と関連させて明らかにするこ

とである． 
これまで発展途上国では先進国型の学校教育を

どのように実現できるかという方向に視点が向け

られてきた．しかし，アジアの発展途上国, とり

わけ村落地域においては教育の質は著しく低く，

都市部の生徒たちと競争することはかなり難しい. 
都市部の学校に進学できた場合は，職のない村に

戻ってくるケースはきわめて少ない．成績優秀な

子どもたちは恩恵を受けられるが，そうではない

子どもたちが村に残ることになる．勉学を続ける

ことのできなかった若者の多くは肉体労働による

現金収入獲得のために中東諸国等に出稼ぎに行か

ざるを得ないという教育による格差拡大の現実が

ある． 
新型コロナウィルスの感染拡大はグローバル化

によって加速された国境を越えた人の移動とも深

く関わっている. 本研究の調査対象となっている

ネパール，タイ，ミャンマーの村落地域において

もコロナウィルス感染拡大の影響を受けることに

なり，世界規模での経済活動の縮小は村人の生活

の困窮化をもたらす結果となっている． 

このような状況の中，村落地域の学校教育の質

的変革と共に村に残される若者，とりわけ出稼ぎ

に行くこともできず村に留まらざるを得ない女性

たちの生活の向上につながる学校以外の場での教

育は大切である． 
SDGs を見ても貧困の解決や水とトイレの確保

など発展途上国には解決しなければならない先進

国とは異なる問題が山積している．SDGs が発展途

上国だけではなく先進国共通のゴールとして示さ

れているように持続可能な発展は先進国と発展途

上国が共通の問題意識を持って進めていく必要が

ある．調査対象としているネパール，タイ，ミャ

ンマーという異なる地域であっても，SDGs とい

う共通した視点で課題を共有化していくことはき

わめて重要である． 
 

２． 研究実施内容 
2020 年春から新型コロナウィルス感染状況が世

界的規模で拡大したため，予定していた海外での

現地調査を断念せざるを得なくなった. それに伴

い，当初予定していた本研究プロジェクトの調査

のほとんどを実施することができなかったが，現

地とのやり取りの中で進められたアートプロジェ

クトの一部を報告しておきたい． 
Yellow Dream Project1) として始められたムラバ

リ村で栽培されているウコンを用いた染色も少し

ずつではあるが，定着しつつある．ウコンの量や

布を浸す時間を調整することにより写真 1 のよう

に異なる色合いを出すことができる．絞り染めの
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技法により模様をつけることも可能になった． 
このウコン染めを村の女性たちのエンパワーメ

ントのためのインフォーマル教育としてどのよう

に発展させるかということは今後の課題である． 
 

３．竹組みの集会所 
前回の共同研究プロジェクトでは萱で屋根を葺

くところまで報告した竹組みの集会所の建設は,  
外壁の作業に入った．子どもたちも作業に関わっ

ており，これは学校教育ではない共同体内のひと

つのインフォーマルな教育の場として位置付ける

ことができよう．ウコン染めに象徴される村の持

続可能な発展のシンボルカラーにちなみ外壁を黄

色系の塗料で塗ることになった． 
ムラバリ村においてもイタリアの現代アート作

家ミケランジェロ・ピストレット (Michelangelo  
Pistoletto) 氏の参加型プロジェクト『第三のパラダ

イス』 (Third Paradise) 2) を試みているが，金田は

2018 年よりスイスのジュネーヴにあるインターナ

ショナル・スクール Ecolint での『第三のパラダイ

ス』にも関わってきた． 
Ecolint ではコロナ禍の中でこれまでと異なっ

た形でのアートワークショップが模索されていた

が，スマフォの Messenger を用いたコミュニケー

ションによるネパールのムラバリ村とのコラボレ

ーションを提案した．Ecolint の高校生とムラバリ

村の高校生とのコラボレーションである． 
ムラバリ村では高校生たちが Ecolint から送ら

れてきた画像をもとに竹の集会所の外壁に『第三

のパラダイス』のシンボルを描くことになった． 
画面の半分は新型コロナウィルスの感染拡大が

終息した後，Ecolint の生徒たちがネパールを訪れ

ることができたときに仕上げられるように残され

た．Ecolint では, 学びの中心に SDGs を掲げてお

り，その点においてもこのコラボレーションは教

育的に大きな意味を持っているといえる．また，

村人からの提案で集会所内部の壁面にも壁画が描

かれることになり，これまでのアートプロジェク

トの経験が生かされた結果となった． 
 

４． まとめと今後の課題 
2020 年度は新型コロナウィルス感染状況の拡大

により現地調査を実施することができなかった．

2021 年度中においても海外調査は困難なことが予

想されるので，それぞれの調査地において研究協

力者による聞き取り調査や映像資料の提供を中心

に事前準備を進め，海外渡航再開後すぐに現地調

査に着手できるようにしておきたい． 
 

*掲載した写真に写っている人物に関しては，現地

の協力者を通して許諾を得ており，個人情報等に

関しては充分な倫理的配慮を行った. 
 
５． この助成による発表論文等  
① 学会発表 金田卓也. “社会関与型アートプロ

ジェクトと美術教育”. 美術教育研究会 第 26
回研究大会. 2020 年 12 月 27 日. 東京藝術大学. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1．ウコン染め 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2．竹の集会所 外壁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3．竹の集会所 内部 
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